
平成２２年度１２月補正予算案 

 

Ⅰ 規 模 

                （債務負担行為）     （１４億６，２３３万円） 

     一 般 会 計       ５６億２，１７３万円 

     普 通 特 別 会 計        ２億円 

     企 業 会 計        ９億円 

               （債務負担行為）          （１４億６，２３３万円） 

総       額        ６７億２，１７３万円 

 
 

Ⅱ 補正予算案の概要          

（債務負担行為 １４億６，２３３万円） 

 １ 一般会計補正予算案               ５６億２，１７３万円 

 

 

                          （債務負担行為 ５億３，５３３万円） 

（１）緊急経済・雇用対策関連      ５４億９，９８９万円 

 

（債務負担行為 ３億５，８００万円） 

① 公共事業等の追加              ５２億１，９６３万円 

         

◆国の経済危機対応・地域活性化予備費や１次補正予算に伴うもの      

                      （債務負担行為 ２億７，０００万円） 

                              ５０億１，５７０万円 

 

                       （債務負担行為 ２億７，０００万円） 

    ア 道路・街路の整備            ３０億円 

     交通円滑化のために道路の整備や橋梁補修、交差点改良等（国道

１９９号（砂津バイパス）ほか４９路線）に要する経費を計上する

もの。 

 

イ 河川の整備                ４億７，１００万円 

 豪雨対策として、河道掘削や護岸の整備（紫川ほか５河川）に要

する経費を計上するもの。 

 

ウ 公園の整備                ２億８，６００万円 

          広域・地域拠点公園の整備（響灘緑地ほか３公園）に要する経費

を計上するもの。 



 

エ 小中学校の耐震補強            ４億７，３７０万円 

 城野小学校ほか７小中学校の耐震補強工事に要する経費を計上す

るもの。 

 

       オ 保育所の適正配置                     ２億８，５００万円 

          保育所の整備（新設１ヵ所、改築１ヵ所）に要する経費を計上す

るもの。 

    

 カ 地域活性化・きめ細かな交付金の活用     ５億円 

 地域活性化・きめ細かな交付金を活用し、子育て支援施設や学校

施設の整備等に要する経費を計上するもの。 

 

                                           （債務負担行為 ８，８００万円）

◆内示増及び単独事業                      ２億  ３９３万円     

      

          キ 特別養護老人ホーム等建設補助事業       ８，９２８万円 

 認知症対応型共同生活介護事業所（グループホーム）に対する 

スプリンクラー等の整備補助に要する経費を計上するもの。 

 

       ク 河川改良                 １億円 

 浸水被害に対応するための緊急整備（吉田川ほか２４河川）に 

要する経費を計上するもの。 

 

 ケ 持続する畜産経営安定対策事業         １，４６５万円 

       新規営農（肉用鶏生産）に伴う鶏舎の整備補助に要する経費を 

計上するもの。 

 

コ 小学校建替事業        （債務負担行為 ８，８００万円） 

         大里柳小学校建替工事に伴う仮設校舎の設置に要する経費に 

ついて、債務負担行為を変更するもの。 

    

 

 

② 新卒等未就職者支援事業   （債務負担行為 １億７，７３３万円） 

      国の経済危機対応・地域活性化予備費を活用し、厳しい就職環境にある 

未就職卒業者等のスキルアップと就職の支援に要する経費について、債務 

負担行為を設定するもの。 

 

 

 



 

③ 子宮頸がん予防・ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン接種事業 
                      ２億８，０２６万円 

      国の１次補正予算に伴い、子宮頸がん予防・ヒブ・小児用肺炎球菌 

ワクチン接種に要する経費を計上するもの。 

 

 

（２）給与改定等による人件費補正    △１億４，６５８万円 

      人事委員会の勧告に基づく給与改定（平均年間給与△１．４%）及び 

共済費の事業主負担の料率変更等に伴う職員給を補正するもの。 

 

 

                     （債務負担行為 ９億２，７００万円） 

 （３）その他                 ２億６，８４２万円 

 

 

     ① 市税還付金                          ２億５，８００万円 

      景気の低迷などにより、法人市民税等において予算額を超えて発生が 

見込まれる還付金に要する経費を計上するもの。 

 

  

   ② 焼却工場施設の整備                     １，０４２万円 

 新門司工場の紙パック・トレイ選別保管施設の更新と旧工場の解体を 

一体として行う工事の基本設計、及び皇后崎工場の施設の長寿命化計画 

策定に要する経費を計上するもの。 

 

 

    ③ 特別支援学校の整備            （債務負担行為  ２，２００万円）  

          小倉南特別支援学校における教室増設（プレハブ校舎設置）に要する経費

について、債務負担行為を設定するもの。 

 

 

    ④ 学校給食調理業務民間委託事業    （債務負担行為 ９億  ５００万円） 

      平成２３年度に新たに実施する小学校（９校）の調理委託契約に要する 

経費について、債務負担行為を設定するもの。 

 

 

 

 

 

 



 

２ 普通特別会計補正予算案        ２億円 

 

 

学術研究都市土地区画整理特別会計  ２億円 

     国の経済危機対応・地域活性化予備費を活用し、道路築造及び整地工事に 

要する経費を計上するもの。 

 

 

 

 

３ 企業会計補正予算案           ９億円 

 

  

（１）上水道事業会計             ２億円 

     国の１次補正予算に伴い、配水管や送水管の更新に要する経費を計上する 

もの。 

 

     

（２）下水道事業会計             ７億円 

 国の１次補正予算に伴い、豪雨対策等に要する経費を計上するもの。 

 あわせて、災害緊急対応として神嶽川（旦過地区）における豪雨対策に要す

る経費を計上するもの。 

 


